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NUANCEの 思 想





























平 岡 信 之
Nobuyuki Hiraoka
た､極めて研究的な色合いの強い活動 で もあ っ
た｡




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































室全員で一斉に取 り組む教材を天下 り的 に設 定





































































る ｢基礎｣の習得のための時間も用意 され て い
る｡一方､情報システムとの淡白な交際を求める










んでいる訳ではない｡ ｢ディスク｣ を ｢初期化｣





















おいてほ (社会全体のほぼ平均値とい った とこ
ろだろうが)多くの人にとって､コン ピ ュー タ
は､目的ではなく何等かの機能を提供してくれる
｢道具｣であればいい訳である｡繰 り返しになる












































































































































































































































結局筆者としては､ 1)､ 3)を選んだ｡ 2)の
MacOSは､先進性､ユーザインタフェースの洗
練度､特に芸術的分野での製品群の充実度などの


































































































































































なコー ドをネットワークからダウンロー ドす る















れをサポートしている40)｡この､ リモ ー トブー




















































ては､こういう幸運に恵まれる人は少 な いだ ろ
う｡この流動性の低さこそが､多くの社 会 問題
(双方の立場の主張の衝突)の解決を困難にする
要因かも知れない､ということも考える｡
ともあれ､筆者のこの経験は (今回42)について
紘)貴重なものであり､幸運なものであった｡こ
の機会を与えて下さり､かつ支援して下さった方
々に感謝している｡当時の計算機システム委員会
委員長であった谷口教授と今年度委員長の佐藤助
教授を始めとして､大学運営に関る方々からは､
3.1章脚注に触れたような､ 様々な形での ｢組織
としての配慮｣という支援を頂いた｡また､旧シ
ステム構築時に主役を演じた和田助教授からほ､
筆者が専らその旧システムに難癖をつける役回り
であったにもかかわらず､先達としての様々な助
言を頂いている｡また､LNZleZLJrC丘の調査開
始に先立って､近隣の高等教育機関のよしみで､
長野高等専門学校および信州大学総合情報処理セ
ソタ-の方々から助言を頂いた｡また､ 4.6.3項
で述べた調査に協力頂いた各業者､D社およびM
社 (念のため社名は伏せておくが)の担当者諸氏
には､特に (業務の一環とは言え)御苦労頂いた
割に､結果的には報われなかったことについて､
恐縮している48)｡これらの方々に (一括で恐縮だ
が)､感謝の念を申し述べる｡
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